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(57)【要約】
【課題】データ駆動部がパネルに実装される位置を自由
に設定できる有機電界発光表示装置を提供する。
【解決手段】複数のデータ線、複数の走査線、及びデー
タ線と走査線が交差する領域に形成される画素を含む画
素部と、画素部の上部又は下部に位置するように設計さ
れた、赤色、緑色、青色映像信号をデータ線に伝達する
データ駆動部と、画素部の下端に位置し、複数のデータ
線を複数の群に区分して各群別に１つのＤＥＭＵＸを介
してデータ駆動部の出力チャネルと連結し、制御信号に
より出力チャネルと群のデータ線のうち１つのデータ線
を連結する第１ＤＥＭＵＸ部と、画素部の上端に位置し
、複数のデータ線を複数の群に区分して各群別に１つの
ＤＥＭＵＸを介してデータ駆動部の出力チャネルと連結
し、制御信号により出力チャネルと群のデータ線のうち
１つのデータ線を連結する第２ＤＥＭＵＸ部と、制御信
号を出力する制御部とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のデータ線、複数の走査線、及び前記複数のデータ線と前記複数の走査線とが交差
する領域に形成される画素を含む画素部と、
　赤色、緑色、青色映像信号を前記データ線に伝達するものであって、前記画素部の上端
又は下端に位置し、前記画素部の上部又は下部のいずれか一方に位置するように設計され
たデータ駆動部と、
　前記画素部の下端に位置し、前記複数のデータ線を複数の群に区分し、各群別に１つの
ＤＥＭＵＸを介して前記データ駆動部の出力チャネルと連結されるようにし、制御信号に
より前記出力チャネルと前記群に該当するデータ線のうち１つのデータ線が連結されるよ
うにする第１ＤＥＭＵＸ部と、
　前記画素部の上端に位置し、前記複数のデータ線を複数の群に区分し、各群別に１つの
ＤＥＭＵＸを介して前記データ駆動部の前記出力チャネルと連結されるようにし、前記制
御信号により前記出力チャネルと前記群に該当するデータ線のうち１つのデータ線が連結
されるようにする第２ＤＥＭＵＸ部と、
　前記制御信号を出力する制御部と
　を備える有機電界発光表示装置。
【請求項２】
　前記データ駆動部は、１つの前記出力チャネルから１水平時間に前記赤色、緑色、青色
映像信号が順次出力されることを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項３】
　前記データ駆動部は、設計時の設置位置の反対側に位置するようになった場合、１つの
出力チャネルから１水平時間に青色、緑色、赤色データ信号が順次出力されることを特徴
とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項４】
　前記第１ＤＥＭＵＸ部に含まれる前記ＤＥＭＵＸは、第１ないし第３トランジスタで実
現され、
　前記第１トランジスタは、前記データ線のうち赤色画素と連結されるデータ線と連結さ
れ、
　前記第２トランジスタは、前記データ線のうち緑色画素と連結されるデータ線と連結さ
れ、
　前記第３トランジスタは、前記データ線のうち青色画素と連結されるデータ線と連結さ
れ、
　前記第２ＤＥＭＵＸ部に含まれる前記ＤＥＭＵＸは、第４ないし第６トランジスタで実
現され、
　前記第４トランジスタは、前記データ線のうち赤色画素と連結されるデータ線と連結さ
れ、
　前記第５トランジスタは、前記データ線のうち緑色画素と連結されるデータ線と連結さ
れ、
　前記第６トランジスタは、前記データ線のうち青色画素と連結されるデータ線と連結さ
れ、
　前記第１及び第４トランジスタ、前記第２及び第５トランジスタ、前記第３及び第６ト
ランジスタが同時にターンオン／ターンオフされることを特徴とする請求項１に記載の有
機電界発光表示装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記データ駆動部の位置に応じて、前記第１及び第４トランジスタ、前
記第２及び第５トランジスタ、前記第３及び第６トランジスタのターンオン／ターンオフ
される順序を決定することを特徴とする請求項４に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項６】
　前記第１ＤＥＭＵＸ部に含まれる前記ＤＥＭＵＸは、第１ないし第３トランジスタで実
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現され、
　前記第１トランジスタは、前記データ線のうち赤色画素と連結されるデータ線と連結さ
れ、
　前記第２トランジスタは、前記データ線のうち緑色画素と連結されるデータ線と連結さ
れ、
　前記第３トランジスタは、前記データ線のうち青色画素と連結されるデータ線と連結さ
れ、
　前記第２ＤＥＭＵＸ部に含まれる前記ＤＥＭＵＸは、第４ないし第６トランジスタで実
現され、
　前記第４トランジスタは、前記データ線のうち赤色画素と連結されるデータ線と連結さ
れ、
　前記第５トランジスタは、前記データ線のうち緑色画素と連結されるデータ線と連結さ
れ、
　前記第６トランジスタは、前記データ線のうち青色画素と連結されるデータ線と連結さ
れ、
　前記第１及び第６トランジスタが同時にターンオン／ターンオフされ、
　前記第２及び第５トランジスタが同時にターンオン／ターンオフされ、
　前記第３及び第４トランジスタが同時にターンオン／ターンオフされることを特徴とす
る請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項７】
　前記制御部は、前記データ駆動部の位置に応じて、前記第１及び第６トランジスタ、前
記第２及び第５トランジスタ、前記第３及び第４トランジスタのターンオン／ターンオフ
される順序を決定することを特徴とする請求項６に記載の有機電界発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は有機電界発光表示装置に関し、更に詳細には、データ駆動部がパネルに実装さ
れる位置を自由に設定できる有機電界発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ Ｒａｙ Ｔｕｂｅ）の短所である重さと体積を減らす
ことができる各種平板表示装置が開発されている。平板表示装置としては、液晶表示装置
（Ｌｉｑｕｉｄ Ｃｒｙｓｔａｌ Ｄｉｓｐｌａｙ Ｄｅｖｉｃｅ）、電界放出表示装置（
Ｆｉｅｌｄ Ｅｍｉｓｓｉｏｎ Ｄｉｓｐｌａｙ Ｄｅｖｉｃｅ）、プラズマ表示パネル（
Ｐｌａｓｍａ Ｄｉｓｐｌａｙ Ｐａｎｅｌ）及び有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ
 Ｌｉｇｈｔ Ｅｍｉｔｔｉｎｇ Ｄｉｓｐｌａｙ Ｄｅｖｉｃｅ）などが挙げられる。
　前記平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置は色再現性に優れていると共に、薄い
厚さなどの様々な利点により応用分野は携帯電話用以外にもＰＤＡ、ＭＰ３プレーヤーな
どに拡大している。
【０００３】
　有機電界発光表示装置は、入力される電流の量に対応して光の輝度が決定される有機発
光ダイオード（Ｏｒｇａｎｉｃ Ｌｉｇｈｔ Ｅｍｉｔｔｉｎｇ Ｄｉｏｄｅ：ＯＬＥＤ）
を用いて画像を表示する。
　有機発光ダイオードは、アノード電極とカソード電極との間に位置する赤色、緑色又は
青色の発光層を含む。このような有機発光ダイオードは、アノード電極からカソード電極
の間に流れる電流の量に応じて輝度が決定される。
　このとき、赤色、緑色又は青色の発光層は、それを形成する物質に差があり、印加され
る電流の量が同一であっても発光効率に差が発生するので、別途のガンマを適用するよう
になる。
【０００４】
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　従来の場合、パネル内に備えられた各画素にデータを印加するデータ駆動部はパネルの
片側、即ち上部又は下部に位置するのが一般的である。そして、データ駆動部がパネルの
下部にある場合を基準にして左側から右側へ１番目から３３番目のフィンを有すると仮定
すれば、１番目のフィンから順に３３番目のフィンまで赤色、緑色、青色のデータを繰り
返し出力するようになる。そして、データ駆動部がパネルの上部に位置する場合にはフィ
ン番号の順序が変化するようになり、３３番目のフィンから順に１番目のフィンまで赤色
、緑色、青色のデータを繰り返し出力するようになる。
　このとき、別途のガンマが適用されるため、データ駆動部がパネルの下部に位置するよ
うに設計された場合、データ駆動部がパネルの下部に位置するようになれば、１番目のフ
ィン、４番目のフィン、７番目のフィン、…は赤色ガンマが適用され、２番目のフィン、
５番目のフィン、８番目のフィン、…は緑色ガンマが適用され、３番目のフィン、６番目
のフィン、９番目のフィン、…は青色ガンマが適用される。即ち、各線を介して出力され
るデータが表現する各色に適合したガンマが適用されるようになる。
【０００５】
　しかしながら、このように下部に位置するように設計されたデータ駆動部がパネルの上
部に位置するようになれば、フィン番号の順序が変化するようになって出力されるデータ
の色とガンマが一致しなくなるという問題点がある。即ち、１番目のフィン、４番目のフ
ィン、７番目のフィン、…は赤色ガンマが適用され、２番目のフィン、５番目のフィン、
８番目のフィン、…は緑色ガンマが適用され、３番目のフィン、６番目のフィン、９番目
のフィン、…は青色ガンマが適用されるが、１番目のフィン、４番目のフィン、７番目の
フィン、…は青色のデータが出力され、５番目のフィン、８番目のフィン、…は緑色デー
タが出力され、３番目のフィン、６番目のフィン、９番目のフィン、…は赤色データが出
力される。従って、下部に位置するように設計されたデータ駆動部がパネルの上部に位置
するようになれば、輝度及び／又はホワイトバランスが崩れる。従って、データ駆動部が
実装されるパネルの位置に応じてデータ駆動部の設計を異なるように適用しなければなら
ないので、製造コストが上昇するという短所がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】韓国特許出願公開第２００６－００５８２２０号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　そこで、本発明は上記事情に鑑みてなされたものであって、その目的は、データ駆動部
がパネルに実装される位置を自由に設定できる有機電界発光表示装置を提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記目的を達成するための本発明の一態様は、複数のデータ線、複数の走査線、及び前
記複数のデータ線と前記複数の走査線とが交差する領域に形成される画素を含む画素部と
、赤色、緑色、青色映像信号を前記データ線に伝達するものであって、前記画素部の上端
又は下端に位置し、前記画素部の上部又は下部のいずれか一方に位置するように設計され
たデータ駆動部と、前記画素部の下端に位置し、前記複数のデータ線を複数の群に区分し
、各群別に１つのＤＥＭＵＸを介して前記データ駆動部の出力チャネルと連結されるよう
にし、制御信号により前記出力チャネルと前記群に該当するデータ線のうち１つのデータ
線が連結されるようにする第１ＤＥＭＵＸ部と、前記画素部の上端に位置し、前記複数の
データ線を複数の群に区分し、各群別に１つのＤＥＭＵＸを介して前記データ駆動部の前
記出力チャネルと連結されるようにし、前記制御信号により前記出力チャネルと前記群に
該当するデータ線のうち１つのデータ線が連結されるようにする第２ＤＥＭＵＸ部と、前
記制御信号を出力する制御部とを備える有機電界発光表示装置を提供する。
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　また、前記データ駆動部は、１つの前記出力チャネルから１水平時間に前記赤色、緑色
、青色映像信号が順次出力される有機電界発光表示装置を提供する。
　さらに、前記データ駆動部は、設計時の配置位置の反対側に位置するようになった場合
、１つの出力チャネルから１水平時間に青色、緑色、赤色データ信号が順次出力される有
機電界発光表示装置を提供する。
【０００９】
　また、前記第１ＤＥＭＵＸ部に含まれる前記ＤＥＭＵＸは第１ないし第３トランジスタ
で実現され、前記第１トランジスタは前記データ線のうち赤色画素と連結されるデータ線
と連結され、前記第２トランジスタは前記データ線のうち緑色画素と連結されるデータ線
と連結され、前記第３トランジスタは前記データ線のうち青色画素と連結されるデータ線
と連結され、前記第２ＤＥＭＵＸ部に含まれる前記ＤＥＭＵＸは第４ないし第６トランジ
スタで実現され、前記第４トランジスタは前記データ線のうち赤色画素と連結されるデー
タ線と連結され、前記第５トランジスタは前記データ線のうち緑色画素と連結されるデー
タ線と連結され、前記第６トランジスタは前記データ線のうち青色画素と連結されるデー
タ線と連結され、前記第１及び第４トランジスタ、前記第２及び第５トランジスタ、前記
第３及び第６トランジスタが同時にターンオン／ターンオフされる有機電界発光表示装置
を提供する。
　さらに、前記制御部は、前記データ駆動部の位置に応じて、前記第１及び第４トランジ
スタ、前記第２及び第５トランジスタ、前記第３及び第６トランジスタのターンオン／タ
ーンオフされる順序を決定する有機電界発光表示装置を提供する。
【００１０】
　また、前記第１ＤＥＭＵＸ部に含まれる前記ＤＥＭＵＸは第１ないし第３トランジスタ
で実現され、前記第１トランジスタは前記データ線のうち赤色画素と連結されるデータ線
と連結され、前記第２トランジスタは前記データ線のうち緑色画素と連結されるデータ線
と連結され、前記第３トランジスタは前記データ線のうち青色画素と連結されるデータ線
と連結され、前記第２ＤＥＭＵＸ部に含まれる前記ＤＥＭＵＸは第４ないし第６トランジ
スタで実現され、前記第４トランジスタは前記データ線のうち赤色画素と連結されるデー
タ線と連結され、前記第５トランジスタは前記データ線のうち緑色画素と連結されるデー
タ線と連結され、前記第６トランジスタは前記データ線のうち青色画素と連結されるデー
タ線と連結され、前記第１及び第６トランジスタ、前記第２及び第５トランジスタ、前記
第３及び第４トランジスタが同時にターンオン／ターンオフされる有機電界発光表示装置
を提供する。
　さらに、前記制御部は、前記データ駆動部の位置に応じて、前記第１及び第６トランジ
スタ、前記第２及び第５トランジスタ、前記第３及び第４トランジスタのターンオン／タ
ーンオフされる順序を決定する有機電界発光表示装置を提供する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明に係る有機電界発光表示装置及びその駆動方法によれば、色毎に独立したガンマ
を用いてもデータ駆動部から出力されるデータの順序と関係なく、赤色の画素には赤色ガ
ンマが適用されるようにし、緑色の画素には緑色ガンマが適用されるようにし、青色の画
素には青色ガンマが適用されるようにすることができる。これにより、データ駆動部がパ
ネルに実装される位置を自由に設定できるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明に係る有機電界発光表示装置の構造を示す構造図である。
【図２】本発明に係る有機電界発光表示装置に採用された第１及び第２ＤＥＭＵＸの連結
関係の第１実施形態を示す図である。
【図３】図２に示した有機電界発光表示装置に入力される信号を示すタイミング図である
。
【図４】本発明に係る有機電界発光表示装置に採用された第１及び第２ＤＥＭＵＸの連結
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関係の第２実施形態を示す図である。
【図５】図４に示した有機電界発光表示装置に入力される信号を示すタイミング図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、添付の図面を参照しつつ、本発明の実施形態を説明する。ここで、第１構成要素
と第２構成要素が連結されると説明するにあたり、第１構成要素は第２構成要素と直接連
結されてもよく、第３構成要素を介して第２構成要素と間接的に連結されてもよい。また
、本発明の完全な理解のための必須でない構成要素は明確性を図るために省略する。更に
、同一部分には同一符号を付す。
【００１４】
　図１は、本発明に係る有機電界発光表示装置の構造を示す構造図である。図１を参照し
て説明すれば、有機電界発光表示装置は、画素部１００、データ駆動部２００、走査駆動
部３００、第１ＤＥＭＵＸ部４１０、第２ＤＥＭＵＸ部４２０、制御部５００を含む。
　画素部１００には複数の画素１０１が配列され、各画素１０１は電流の流れに対応して
光を発する有機発光ダイオード（図示せず）を含む。そして、画素部１００は、行方向に
形成され、走査信号を伝達するｎ個の走査線Ｓ１、Ｓ２、…、Ｓｎ－１、Ｓｎと、列方向
に形成され、データ信号を伝達するｍ個のデータ線Ｄ１、Ｄ２、…、Ｄｍ－１、Ｄｍが配
列される。
　また、画素部１００は第１電源と第２電源の伝達を受けて駆動する。このような画素部
１００は、走査信号、データ信号、発光制御信号、第１電源及び第２電源により有機発光
ダイオードに電流が流れるようになることで発光して映像を表示する。また、複数の画素
１０１は赤色、緑色、青色のサブピクセルＲ、Ｇ、Ｂを含む。
【００１５】
　データ駆動部２００は、データ信号を生成する手段であって、赤色、緑色、青色の成分
を有する映像信号Ｒ、Ｇ、Ｂ ｄａｔａを用いてデータ信号を生成する。そして、データ
駆動部２００は、データ信号を出力する出力チャネルＯ１、Ｏ２、…、Ｏｋ－１、Ｏｋが
画素部１００のデータ線Ｄ１、Ｄ２、…、Ｄｍ－１、Ｄｍと連結されて、生成されたデー
タ信号を画素部１００に印加する。そして、データ駆動部２００は１つの出力チャネルか
ら順次３つのデータを出力する。即ち、１つの出力チャネルから赤色、緑色及び青色のデ
ータが順次出力される。従って、データ駆動部２００の１つの出力チャネルから３つのデ
ータが順次出力されてデータ駆動部２００の出力チャネルの数を減らすことができる。
　データ駆動部２００は画素部１００の上部又は下部に位置し、図に示すように、画素部
１００の下部に位置する場合には第１ＤＥＭＵＸ部４１０を介して画素部１００と連結さ
れる。また、データ駆動部２００が画素部１００の上部に位置する場合には第２ＤＥＭＵ
Ｘ４２０を介して画素部１００と連結される。
　即ち、本発明の実施形態は、データ駆動部２００が画素部１００の下部に位置するよう
に設計されたことをその例として説明するようにする。
【００１６】
　走査駆動部３００は走査信号を生成する手段であって、走査線Ｓ１、Ｓ２、…、Ｓｎ－
１、Ｓｎに連結されて走査信号を画素部１００の特定の行に伝達する。走査信号が伝達さ
れた画素１０１にはデータ駆動部２００から出力されたデータ信号が伝達されてデータ信
号に対応する電圧が画素１０１に伝達される。
【００１７】
　第１ＤＥＭＵＸ部４１０と第２ＤＥＭＵＸ部４２０は、それぞれ複数のＤＥＭＵＸを含
む。それぞれのＤＥＭＵＸは、複数のデータ線を複数の群に区分し、各群別に１つのＤＥ
ＭＵＸを介してデータ駆動部２００の出力チャネルと連結されるようにする。再び説明す
れば、データ駆動部２００の１つの出力チャネルは１つのＤＥＭＵＸと連結されて１つの
出力チャネルがＤＥＭＵＸを介して３本のデータ線と連結されるようにする。そして、１
つの出力チャネルから３つの互いに異なる色のデータ信号が出力され、それぞれのデータ
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信号はＤＥＭＵＸにより適合したデータ線に伝達されるようになる。
　第１ＤＥＭＵＸ部４１０と第２ＤＥＭＵＸ部４２０の動作を説明すれば、データ駆動部
２００の１つの出力チャネルから赤色、緑色、青色のデータ信号が出力される場合、出力
されるデータ信号のタイミングに応じて第１ＤＥＭＵＸ部４１０又は第２ＤＥＭＵＸ部４
２０が時分割で複数のデータ線と出力チャネルの連結関係を調節して１つの出力チャネル
から出力される赤色、緑色及び青色のデータ信号がそれぞれ赤色画素、緑色画素、青色画
素に連結されているデータ線に連結されるようにする。従って、赤色、緑色、青色別に独
立したガンマを用いても第１ＤＥＭＵＸ部４１０又は第２ＤＥＭＵＸ部４２０の動作に応
じて赤色データは赤色画素にのみ伝達され、緑色データは緑色画素にのみ連結され、青色
データは青色画素にのみ伝達される。これにより、ガンマの不一致による輝度又はホワイ
トバランスが崩れるという問題が発生しなくなる。
【００１８】
　制御部５００は第１ＤＥＭＵＸ部４１０と第２ＤＥＭＵＸ部４２０を制御する手段であ
って、データ駆動部２００が画素部１００の下部に位置する場合と、画素部１００の上部
に位置する場合に対応して制御信号を生成する。これにより、制御部５００はデータ駆動
部２００から出力されるデータがこれに対応する画素１０１に連結されたデータ線に印加
されるように制御する
　画素部１００と、第１及び第２ＤＥＭＵＸ４１０、４２０と、データ駆動部２００の連
結関係をさらに詳細に説明すれば、以下の通りである。
【００１９】
　画素部１００を構成する複数の画素はそれぞれ３つのサブピクセルからなり、３つのサ
ブピクセルは赤色、緑色及び青色のサブピクセルＲ、Ｇ、Ｂからなる。そして、それぞれ
のサブピクセルＲ、Ｇ、Ｂはデータ線と連結されてデータ信号の伝達を受ける。
　また、それぞれの画素１０１は画素部１００の左側から右側方向に赤色、緑色、青色の
サブピクセルＲ、Ｇ、Ｂが位置する。
　データ駆動部２００が画素部１００と連結される方式は、データ駆動部２００の出力チ
ャネルＯ１、Ｏ２、…、Ｏｋ－１、Ｏｋが順に赤色、緑色、青色のデータ信号を出力する
第１の場合と、データ駆動部２００の出力チャネルＯｋ、Ｏｋ０１、…、Ｏ２、Ｏ１が順
に青色、緑色、赤色のデータ信号を出力する第２の場合がある。
【００２０】
　第１の場合はデータ駆動部２００が画素部１００の下部に位置するのがこれに該当し、
第２の場合はデータ駆動部２００が画素部１００の上部に位置するのがこれに該当する。
ここで、第２の場合には前記データ駆動部２００が下部に位置するように設計されている
ため、データ駆動部２００が下部に位置する第１の場合と比較して出力チャネルの左右が
反転される。
　第１の場合は、データ駆動部２００の出力チャネルは左側から右側方向に第１出力チャ
ネル、第２出力チャネル、…、第ｋ－１出力チャネル、第ｋ出力チャネルＯ１、Ｏ２、…
、Ｏｋ－１、Ｏｋの順に配列され、画素部１００の左側から右側方向に赤色、緑色、青色
の画素が繰り返される。従って、１つの出力チャネルから赤色データ、緑色データ、青色
データが順次出力されると、第１ＤＥＭＵＸ４１０で赤色データは赤色画素Ｒに伝達し、
緑色データは緑色画素Ｇに伝達し、青色データは青色画素Ｂに伝達する。
【００２１】
　しかしながら、第２の場合は、第１の場合と比較してデータ駆動部２００が左右反転さ
れているので、左側から右側方向に第ｋ出力チャネル、第ｋ－１出力チャネル、…、第２
出力チャネル、第１出力チャネルＯｋ、Ｏｋ－１、…、Ｏ２、Ｏ１の順に配列される。そ
して、１つの出力チャネルから赤色データ、緑色データ、青色データが順次出力されると
、第２ＤＥＭＵＸ４２０で赤色データは赤色画素Ｒに伝達し、緑色データは緑色画素Ｇに
伝達し、青色データは青色画素Ｂに伝達する。そして、１つの出力チャネルから青色デー
タ、緑色データ、赤色データが順次出力されると、第２ＤＥＭＵＸ４２０は制御部５００
の制御により青色データは青色画素Ｂに伝達し、緑色データは緑色画素Ｇに伝達し、赤色
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データは赤色画素Ｒに伝達する。
　即ち、１つの出力チャネルでデータ駆動部２００の位置と関係なく、第１ＤＥＭＵＸ４
１０又は第２ＤＥＭＵＸ４２０の動作により赤色データは赤色画素Ｒに伝達され、緑色デ
ータは緑色画素Ｇに伝達され、青色データは青色画素Ｂに伝達される。
　従って、データ駆動部２００の位置と関係なく、赤色データには赤色ガンマが適用され
、緑色データには緑色ガンマが適用され、青色データには青色ガンマが適用される。これ
により、それぞれのデータと画素に適正のガンマが適用されてホワイトバランスが崩れる
という問題が発生しなくなる。
【００２２】
　図２は、本発明に係る有機電界発光表示装置に採用された第１及び第２ＤＥＭＵＸの連
結関係の第１実施形態を示す図である。図３は、図２に示した有機電界発光表示装置に入
力される信号を示すタイミング図である。図２及び図３を参照して説明すれば、以下の通
りである。
　但し、第１実施形態は、データ駆動部２００が位置する所と関係なく、１つの出力チャ
ネルから赤色、緑色、青色のデータが順次出力される。
【００２３】
　第１ＤＥＭＵＸ４１０は、画素部１００の下部に形成され、第１～第３トランジスタＭ
１、Ｍ２、Ｍ３を含む。
　第１トランジスタＭ１の第１電極は、データ信号が出力される出力チャネルＯ１に連結
され、第１トランジスタＭ１の第２電極は、赤色画素Ｒと連結されているデータ線に連結
される。そして、第１トランジスタＭ１のゲートは、第１制御信号ＣＳ１ｎが伝達される
第１制御線ＣＳ１に連結される。
　第２トランジスタＭ２の第１電極は、データ信号が出力される出力チャネルＯ１に連結
され、第２トランジスタＭ２の第２電極は、緑色画素Ｇと連結されているデータ線に連結
される。そして、第２トランジスタＭ２のゲートは、第２制御信号ＣＳ２ｎが伝達される
第２制御線ＣＳ２に連結される。
　第３トランジスタＭ３の第１電極は、データ信号が出力される出力チャネルＯ１に連結
され、第３トランジスタＭ３の第２電極は、青色画素Ｂと連結されているデータ線に連結
される。そして、第３トランジスタＭ３のゲートは、第３制御信号ＣＳ３ｎが伝達される
第３制御線ＣＳ３に連結される。
【００２４】
　第２ＤＥＭＵＸ４２０は、画素部１００の上部に形成され、第４～第６トランジスタ 
Ｍ４、Ｍ５、Ｍ６を含む。
　第４トランジスタＭ４の第１電極は、データ信号が出力される出力チャネルＯｋに連結
され、第４トランジスタＭ４の第２電極は、赤色画素Ｒと連結されているデータ線に連結
される。そして、第４トランジスタＭ４のゲートは、第１制御信号ＣＳ１ｎが伝達される
第１制御線ＣＳ１に連結される。
　第５トランジスタＭ５の第１電極は、データ信号が出力される出力チャネルＯｋに連結
され、第５トランジスタＭ５の第２電極は、緑色画素Ｇと連結されているデータ線に連結
される。そして、第５トランジスタＭ５のゲートは、第２制御信号ＣＳ２ｎが伝達される
第２制御線ＣＳ２に連結される。
　第６トランジスタＭ６の第１電極は、データ信号が出力される出力チャネルＯｋに連結
され、第６トランジスタＭ６の第２電極は、青色画素Ｂと連結されているデータ線に連結
される。そして、第６トランジスタＭ６のゲートは、第３制御信号ＣＳ３ｎが伝達される
第３制御線ＣＳ３に連結される。
　そして、それぞれのトランジスタの第１電極と第２電極はソース又はドレインであり、
第１電極がソースであれば、第２電極はドレインであり、第１電極がドレインであれば、
第２電極はソースになる。
【００２５】
　次に、動作を説明すれば、第１制御信号ＣＳ１ｎ、第２制御信号ＣＳ２ｎ及び第３制御
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信号ＣＳ３ｎは、水平同期信号Ｈｓｙｎｃがロー状態になった後、走査信号Ｓｌｎがロー
状態を維持する間に順次ロー状態となる。そして、次の水平同期信号Ｈｓｙｎｃがロー状
態になった後、再び走査信号Ｓｌｎがロー状態を維持する間に順次ロー状態となる。そし
て、データ信号ｄａｔａは赤色データ信号、緑色データ信号、青色データ信号に区分され
るが、それぞれのデータ信号は１つの制御信号がロー状態を維持する間に伝達される。
　まず、第１制御信号ＣＳ１ｎがロー状態になれば、第１トランジスタＭ１と第４トラン
ジスタＭ４はオン状態となる。このとき、データ駆動部２００の出力チャネルＯ１、Ｏｋ
からは赤色データが出力される。そして、データ駆動部２００が画素部１００の下部に位
置していれば、第１トランジスタＭ１を介して赤色データがデータ線を介して赤色画素Ｒ
に伝達され、データ駆動部２００が画素部１００の上部に位置していれば、第４トランジ
スタＭ４を介して赤色データがデータ線を介して赤色画素Ｒに伝達される。
【００２６】
　ついで、第２制御信号ＣＳ２ｎがロー状態になれば、第２トランジスタＭ２と第５トラ
ンジスタＭ５はオン状態となる。このとき、データ駆動部２００の出力チャネルＯ１、Ｏ
ｋからは緑色データが出力される。そして、データ駆動部２００が画素部１００の下部に
位置していれば、第２トランジスタＭ２を介して緑色データがデータ線を介して緑色画素
Ｇに伝達され、データ駆動部２００が画素部１００の上部に位置していれば、第５トラン
ジスタＭ５を介して緑色データがデータ線を介して緑色画素Ｇに伝達される。
　ついで、第３制御信号ＣＳ３ｎがロー状態になれば、第３トランジスタＭ３と第６トラ
ンジスタＭ６はオン状態となる。このとき、データ駆動部２００の出力チャネルＯ１、Ｏ
ｋからは青色データが出力される。そして、データ駆動部２００が画素部１００の下部に
位置していれば、第３トランジスタＭ３を介して青色データがデータ線を介して青色画素
Ｇに伝達され、データ駆動部２００が画素部１００の上部に位置していれば、第６トラン
ジスタＭ６を介して青色データがデータ線を介して青色画素Ｇに伝達される。
【００２７】
　図４は、本発明に係る有機電界発光表示装置に採用された第１及び第２ＤＥＭＵＸの連
結関係の第２実施形態を示す図である。図５は、図４に示した有機電界発光表示装置に入
力される信号を示すタイミング図である。図４及び図５を参照して説明すれば、以下の通
りである。
　但し、第２実施形態は、データ駆動部２００が画素部１００の上部に位置する場合と、
下部に位置する場合によって１つの出力チャネルから赤色、緑色、青色のデータが出力さ
れる順序が逆になる。
【００２８】
　第１ＤＥＭＵＸ４１０は、画素部１００の下部に形成され、第１～第３トランジスタＭ
１、Ｍ２、Ｍ３を含む。
　第１トランジスタＭ１の第１電極は、データ信号が出力される出力チャネルＯ１に連結
され、第１トランジスタＭ１の第２電極は、赤色画素Ｒと連結されているデータ線に連結
される。そして、第１トランジスタＭ１のゲートは、第１制御信号ＣＳ１ｎが伝達される
第１制御線ＣＳ１に連結される。
　第２トランジスタＭ２の第１電極は、データ信号が出力される出力チャネルＯ１に連結
され、第２トランジスタＭ２の第２電極は、緑色画素Ｇと連結されているデータ線に連結
される。そして、第２トランジスタＭ２のゲートは、第２制御信号ＣＳ２ｎが伝達される
第２制御線ＣＳ２に連結される。
　第３トランジスタＭ３の第１電極は、データ信号ｄａｔａが出力される出力チャネルＯ
１に連結され、第３トランジスタＭ３の第２電極は、青色画素Ｂと連結されているデータ
線に連結される。そして、第３トランジスタＭ３のゲートは、第３制御信号ＣＳ３ｎが伝
達される第３制御線ＣＳ３に連結される。
【００２９】
　第２ＤＥＭＵＸ４２０は、画素部１００の上部に形成され、第４～第６トランジスタＭ
４、Ｍ５、Ｍ６を含む。



(10) JP 2010-113326 A 2010.5.20

10

20

30

40

50

　第４トランジスタＭ４の第１電極は、データ信号ｄａｔａが出力される出力チャネルＯ
ｋに連結され、第４トランジスタＭ４の第２電極は、赤色画素Ｒと連結されているデータ
線に連結される。そして、第４トランジスタＭ４のゲートは、第３制御信号ＣＳ３ｎが伝
達される第３制御線ＣＳ３に連結される。
　第５トランジスタＭ５の第１電極は、データ信号が出力される出力チャネルＯｋに連結
され、第５トランジスタＭ５の第２電極は、緑色画素Ｇと連結されているデータ線に連結
される。そして、第５トランジスタＭ５のゲートは、第２制御信号ＣＳ２ｎが伝達される
第２制御線ＣＳ２に連結される。
　第６トランジスタＭ６の第１電極は、データ信号が出力される出力チャネルＯｋに連結
され、第６トランジスタＭ６の第２電極は、青色画素Ｂと連結されているデータ線に連結
される。そして、第６トランジスタＭ６のゲートは、第１制御信号ＣＳ１ｎが伝達される
第１制御線ＣＳ１に連結される。
【００３０】
　そして、動作を説明すれば、第１制御信号ＣＳ１ｎ、第２制御信号ＣＳ１ｎ及び第３制
御信号ＣＳ３ｎは、水平同期信号Ｈｓｙｎｃがロー状態になった後、走査信号Ｓｌｎがロ
ー状態を維持する間に順次ロー状態となる。そして、次の水平同期信号Ｈｓｙｎｃがロー
状態になった後、再び走査信号Ｓｌｎがロー状態を維持する間に順次ロー状態となる。そ
して、データ信号ｄａｔａは赤色データ信号、緑色データ信号、青色データ信号に区分さ
れるが、それぞれのデータ信号は１つの制御信号がロー状態を維持する間に伝達される。
　まず、第１制御信号ＣＳ１ｎがロー状態になれば、第１トランジスタＭ１と第６トラン
ジスタＭ６はオン状態となる。このとき、データ駆動部２００が画素部１００の下部に連
結されていれば、出力チャネルＯ１からは赤色データが出力され、データ駆動部２００が
画素部１００の上部に連結されていれば、出力チャネルＯｋからは青色データが出力され
る。従って、データ駆動部２００が画素部１００の下部に位置していれば、第１トランジ
スタＭ１を介して赤色データがデータ線を介して赤色画素Ｒに伝達され、データ駆動部２
００が画素部１００の上部に位置していれば、第６トランジスタＭ６を介して青色データ
がデータ線を介して青色画素Ｂに伝達される。
【００３１】
　ついで、第２制御信号ＣＳ２ｎがロー状態になれば、第２トランジスタＭ２と第５トラ
ンジスタＭ５はオン状態となる。このとき、データ駆動部２００の出力チャネルＯ１、Ｏ
ｋからはデータ駆動部２００の位置と関係なく、緑色データが出力される。
　そして、データ駆動部２００が画素部１００の下部に位置していれば、第２トランジス
タＭ２を介して緑色データがデータ線を介して緑色画素Ｇに伝達され、データ駆動部２０
０が画素部１００の上部に位置していれば、第５トランジスタＭ５を介して緑色データが
データ線を介して緑色画素Ｇに伝達される。
　ついで、第３制御信号ＣＳ３ｎがロー状態になれば、第３トランジスタＭ３と第４トラ
ンジスタＭ４はオン状態となる。このとき、データ駆動部２００が画素部１００の下部に
連結されていれば、データ駆動部２００の出力チャネルからは青色データが出力され、デ
ータ駆動部２００が画素部１００の上部に連結されていれば、データ駆動部２００の出力
チャネルからは赤色データが出力される。従って、データ駆動部２００が画素部１００の
下部に位置していれば、第３トランジスタＭ３を介して青色データが青色画素Ｂに伝達さ
れ、データ駆動部２００が画素部１００の上部に位置していれば、第４トランジスタＭ４
を介して赤色データが赤色画素Ｒに伝達される。
【００３２】
　以上説明したように、本発明の最も好ましい実施の形態について説明したが、本発明は
、上記記載に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載され、又は明細書に開示さ
れた発明の要旨に基づき、当業者において様々な変形や変更が可能なのはもちろんであり
、斯かる変形や変更が、本発明の範囲に含まれることは言うまでもない。
【符号の説明】
【００３３】
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　１００　画素部
　１０１　画素
　２００　データ駆動部
　３００　走査駆動部
　４１０　第１ＤＥＭＵＸ部
　４２０　第２ＤＥＭＵＸ部
　５００　制御部

【図１】 【図２】

【図３】
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